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1 はじめに 2_中国建設業の改革概況
前報けで述べたように.1984年4月の中国全国人民代 解放後，中国の建設業は，国家の経済発展に対してか
表第6期大会第2次会議は，都市経済体制改革の先駆け なり重要な役割を果してきた。同時に，いろいろな問題
として，工期短縮，原価低減，投資実益の増加，工事品 が出現した。たとえば，工期が長すぎ，コストが高<• 
質の上昇などを目的にした建設業の改革を行うことを決 工事の品質が低く，材料のロスが多い，などである。こ
定した。それまでの中国の建設事業は，基本建設投資が れらの問題を克服，改善するため，中国政府は.10数年
多すぎ，効率が悪く，工事進捗の速度が遅い という間 前から建設業改革の道を模索してきた。この10年間，中
題があった。そのため，政府(建設部)は基本建設管理 国建設業における基本建設管理体制と施工管理体制につ
体制と施工管理体制についていろいろな改革を試みてき いて次のような一連の改革が行われてきた。
た。その改革の方向は市場の競争原理を導入することで 2・1 基本建設管理体制の改革について
ある。 これまでの余りにも多い「大鍋の投資飯」の問題を解
現に，この改革は，中国の建設業をかなり変容させて 決するため，投資体制の改革が行われた。投資体制改革
きている。しかし，この改革は，施工，管理部門から取 のキ ポーイ ントは，①基本建設費の財政支出から銀行貸
り掛かったもので，まだ建築生産システム全体の改革ま し付けへの変更，②規定された投資額に対する責任講負
でには進んでいない。しかも，施工部門の改革に限って 制の確立，③中央，地方，企業の投資範囲の合理的な分
みても，新しい問題が発生しつつあり，まだ解決すべき 割，③専門投資公司 (会社)の設置，の 4点である。以
課題が多い。 下それぞれについて概説する。
そこで，本報では，今日における中国建設業の改革概 2・l・l 基本建設費の財政支出から銀行貸し付け
況とその問題点について整理を行うものである。なお への変更
この種の問題については，数量的なデータを得にくい状 中国建設業の大きな問題点の一つは，基本建設費をこ
況にあるため，主として中国側の既存文献2)と上海市建 れまでのように国の財政から支出させ，建設事業体に無
築工事管理局発行の「建築時報J')に基づいて 問題点 償で使用させるということであった。基本建設費の財政
の義理を行っている。 支出から銀行貸し付けへの変更は，投資者の経済責任を
なお，本研究は「日中比較研究」として進めるもので 強化することを目的とし，建設資金と財政支出との関係
あるが，本報は前報に引続き中国の建設業の概況と問題 を完全に断ち，投資者が金融のルートを通じて資金を調
点について整理したものである。そのうち本報では施 達し，投資により得た利益によって，借款を返済するこ
工管理体制の改革とその問題点に焦点を当ててまとめた とである。このことにより 投資者はプロジェクトの経
ものである。これらの検討の後に日中の比較を行うこと 済効果に対する貰を負うことになる。
になるが，現時点では，設計監理の業務慨要の比較につ 銀行は投資先の種類により異なった利率を採用する。
いては一部着手することはできたりものの，施工管理業 すなわち，国の経済と人民の生活に大きな影響をもっヅ
務の比較についてはまだ着手できていない段階にある。 ロジェク トや投資効果がすぐにあらわれず利益の少な
、 、 ，
?
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いプロジェクトに対しては，比較的低い利率で貸し付け
を行うが，そうでない掛合には平IJょ容が~Jに高い，という
ことである。但し，社会が必要とし，投資を回収できな
い公共のプロジェクトに対しては，やはり国の財政から
支出する。
2 • 1・2 規定された役資額に対する責任請負制
この責任請負告IJは，予算が概算を越え，決算が予算を
越えるというこれまでの問題を克服するため，建設恨業
体と悶家の経済関係をはっきりと区分し，各方面の積極
性を発揮させ，工期短縮，品質保隙，コスト低減，投資
効果向上などを目指して制定，実行するものである。
これは，建設プロジェク卜の主管部門と建設事業体の
聞の経済責任常1である。一般的に言って，建設事業体は
投資額，工期，主な材料の使用電，総合的な生産能ノ7の
形成などを3背負い，建設プロジェクトの主管部門は，建
設資金，設備と材料，関迷ある外部条件，試運転に必要
とする材料，生産定員の宮IJり当てなどを保障する。請け
負った建設事業体はそのi主任に相応した権限を持つ。す
なわち，建設事業体内部の労働者に賞罰を与え，また投
資額を節約して余った資金の半分を自分の手元に残すこ
とができる。この1主任請負伽lを推し進めたことにより，
既に良い効果が出てきている。
2・1・3 中央，地方，企業の投資範囲の合恕的な
分割
中央(国家)の投資範囲は.主に国民経済全般と関係
あるエネルギー ・原材料工業-基地，地区(中国は8大地
区に分けられている)にまたがった全国的必通運輸施設，
電信 ・電気の重要施設.il要機械 ・電子工業プロジェク
ト，重要治水土木工事，重姿新興産業プロジェクト，同
防プロジェクトなどである。
地方(省，市，県)の投資範囲は，主に農業，地方に
必要なエネルギー ・原材料工業，地方の交通 ・電信屯話
施設，機械工業の中の屯子施設，紡績I業，研究・教育・
文化 ・医療施設およびサービス施設などの建設である。
企業の投資範囲は，主に企業の技術改造工事と必要な
補祉施設で，資金にゆとりの何る企業は基本建設，鉱大
再生産工事を行い得る。
以上のように，中央，地方，企業の役資範囲を定め.
それぞれが投資に対する武任をとり，利益を受けるとい
う制度的枠組が確立された。
f.e.し，プロジェクトによっては，それぞれが或る一つ
プロジェクトに投資する場合もある。この場合は，それ
ぞれが投資額に対する責任をとると同時に，投資額の多
少により，利益の配分を受けることになる。
2・1・4 専門投資公司(会社)の設置
(2 ) 
専門投資公司を設置することにより. i部門glJに資金
が分散化し，投資が貞・任，権限，利益と関係ない」とい
う従来のやり方を改め，経済の法則に従って投資管!!I!が
できる。現在. 4つの専門投資公司が既に設jJ.されてい
る。それらは，エネルギー投資公司，交通投資公司，原
材料投資公司と農業投資公司である。これらの専門投資
公司は，役資リスクを受け持つばかりでなく，投資の回
収，利益獲得にも努力に行う。これらの投資公判は，中
国国家計画委員会の管理下に置かれている。
2.2 施工管理体構Ijの改革について
中国で筋工管埋体制の改革を実際に始めたのは魯布
革(ルプコ)の工官管理の経験を学習してからである。
中国雲南省終布1(，水力発電所引水ト ンネル工事は，日
本の大成建設が請け負った工事であり.1984年10月に着
工.1986年10月にトンネルが貫通し，工期を5ヶ月間短
縮し，良く，安く，早く出来た工事である。このような
ことができた鍵は，科学的な管理榊IJと施工糊援にある。
主な教訓は次の4つに要約できる。すなわち，①競争メ
カニズムを取り入れたこと，②全工事過程に固有負方式が
取られたこと，③現腸管理員や労務員が作業をできぱき
ゃれたこと，④科学的な施工方法により効率を上げたこ
と，の4点である。
中国の施工管I1l!体制と施工単位の現状は合理性を欠い
ている。すなわち，多くの全民所有毒剤(国営)施工企業
は「水脹れ」で太り過ぎ，行政管理局が多く，前線と後
方の比率のバランスが崩れ，企業は重街を背負い，経営
は荒っぽく，質は低く，競争力が弱く，自己発展能力が
低い。そのため，工期が長すぎることや品質低下など一
連の問題が生じている。これらの問題を解決するために
示包(請負)経営i1任命IJと入札請負制が導入されはじめ
ている。
2 • 2・l 承包 G占負)経営責任制
政府と企業を分け，両権(企業所有権と企業経営権)
分離の原則を決めたことか背負経営責任制の基礎をつくっ
た。政企分け，商権分離の原則により，建設企業は遂次
行政管理部門の|剣うを減らし，企業としての社会化を早
めてきている。
請負経営責任制は，社会主義公有制の条件の下で，市
場経済を開拓し，企業の活性化を促すための措置である。
これは，建設業が単なる企業自主権を鉱大する初期改革
から前進して，企業経営機能を生かすことを重点とした
改革の進んだ段階の必然的な結ー果と言える。;背負経営責
任制は，両権分離の原則に従い，国家が企業の経営権を
企業経営者に消け負わす形式をとり，企業のfl任，権限，
利益を明かにし，企業を独立採算，損益自己負担，自力
)!I・岡国・2鰹:H中建設業比較 (2l
??? ?
?
?
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図 1 -'t助資行制建設企業の3段階行理体制l 図2 練号Jr'l!'l絞済立イT:制の管埋休刊日l
発展，臼己制御できるl街品生成の経営実体にすることで て粍処，施工隊管理部門が管僻している。
ある。 このような従米の体制は， J負』主任命1)の導入により，
現在，'E民所有倍1)企業の一部で実行している経.I!_fl..i1任 末端の施工隊を中心にして，次のような体制改革が試み
制は請負経営責任制の一種ではあるが絞恩は上級部門 られている。但し， T'1iの規筏は施工隊が扱える中規様
から任命されるので，本来の競争メカニズムを取り入れ のものに限られている(大規筏な工事は工程処以上のtj1
たことにはなっていない。それに対して.集体所イitl)企 位で対応する〕。
業の一部は請負経営責任命1)を名実ともに実行している。 なお.以下の各万式の利害得失についてはまだ総指さ
そのため91制本所u僚1)の建設 'Wj長体がて・)~入札の競争で れる段階には至っていない。
全民所イJ佑1)企業に打ち勝つ，という傾向が現れてきてい ①棟ぢポ'jtJ.経済点任市1)(凶2) 
る。 これは.従来施工隊が行ってきた業務のうち，前方勤
巾国の全民所(j侍1)の建設事業体は，通常，一つの公司 務のみを下請けさせる「下請型J管理方式である。
(会社)の下にいくつかの工rt処(工程隊，工区と呼ぶ まず、施工隊は一つの工事(巾{iL工程)の現場をおI!ご
場合もある)が白かれ、その flこいくつかの施工隊(胞 とに分け，これにm~を付ける。これを「練号」といい.
丁中隊と呼ぶ湯合もある)が凶かれている(図 1)。す その工'1を 「棟号T'JIJという。次に， h包工隊は企業内
なわち，下級が上級の指令に従う3段階の符理体制になっ 部から株主手工事のo，'i11責任者(て程師またはそれに準ず
でいる。施て隊は，終掩の作業隊(大工 ・左宵など.胞 る経験布)を募集し入札により「棟EJd負省Jを決定，
t小隊・労務隊とl呼ばれることもある)と，これらを統 治負契約を結ぶ。棟サ消負-Itは自分のスタッフを~ぶ。
給する行政管理部門からなる。作業隊は.前方勤務(現 これを F株号スタッフ」という。棟号スタッフは，}jffi工
場勤務)のみで，後}j勤務(材料調達守労働省の'1:.活保 隊の下に組織されている各純作業隊のrわから必妥な作業
障など)には関知しなL、。後方勤務については.公iiJ. 隊を入札によって巡び出し， A負契約を結ぶ。すなわち，
(3 ) 
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入札.o背負
入札・請負
????????? ? 〕???〕〔? ???? ? 〕?????????
図3 請負隊経営責任制の管理体制 図4 現場主任項目責任制の管理体制
2段階の請負契約が結ばれることになる。請負契約の されるようになってきている。
内容は，工期，品質，安全，コストの4項目である。工 この方式は，棟号請負経済責任制が分割!請負であるの
事竣工後，この4項目の達成状況に従って，施工隊は棟 に対して，一つの工事(単位工程)全体を請け負う「全
号スタッフに，棟号スタッフは作業隊に賞罰を与える。 請負型」の管理方式である。加えて，土建施工隊が工程
なお，施工隊は，棟号工事聞にわたる共通工事を管狸 処から直接工事を請け負うという点で，棟号請負経済責
したり，工事全体の管理を行う。 任制に比べ，より発展した方式であると言える。
②請負隊経営責任制(図3) なお，棟号請負経済責任制の場合は，棟号スタッフが
これは，従来の施工隊を解消させ，作業隊をいくつか 個人として工事の経済問題に責任を持つという意味で
の土建施工隊(コンクリ ー卜工，大工，土工など)と い 「経済責任希IJ と称するのに対して，請負隊経営責任能1)
くつかの専業施工隊(左官，鉄筋工など)に再編させて の場合は，請負隊が組織として後方勤務を含むすべての
いることが前提になる。土建施工隊と専業施工隊は 工 経営に責任を持つという意味で 「経営責任制」と称する。
程処の下に置かれる末端の管理統織で前方勤務だけで ③現場主任項目責任制(図4) 
なく後方勤務も管聖書している。 これは，従来の施工隊を解消させ，工程処がいくつか
工程処は， 一つの工事(単位工程)ごとに入札を行い， の作業隊を直接管理する体帝1)になっていることが前提に
工事を担当する土建施工隊を選び出し請負契約を結ぶ。 なる。
次に，土建施工隊は，入札により専業施工隊を選び出し， 工程処は，一つの工事(単位工程)ごとに現場主任を
請負契約を結ぶ。工事を請け負った土建施工隊と専業施 選び出し，入札ではなく，相談の上，請負契約を結ぶ。
工隊は「請負隊Jと呼ばれる。 現場主任は いくつかの作業隊の中から入札によって必
請負隊は，従来の 「大鍋飯Jの配分方法をやめ，仕事 要な作業隊を選び出し，請負契約を結ぶ。
と給料の合理的な配分を自由に決定でき，竣工後の賞罰 現場主任が請け負う工事は，前方勤務のみで，後方勤
を決定できる。そのことによって，全員の積極性が発揮 務については工程処が管轄する。請負隊経営責任制の場
(4) 
1万・岡田 ・富樫・日中建設業比較 (2)
合は，一つの工事(単位工程〉の経営全体に責任を持つ
のであるが，現場主任項目責任制の場合は，現場主任は
前方勤務に対してだけ責任を持ち，後方勤務については
関知しない。すなわち，請負隊経営責任制が「単位工程J
全体を請け負うのに対して，現場主任項目責任制は「単
位工程」から後方勤務を除外した 「現場項目Jのみを請
け負う制度になっている。
現場主任は，準備段階から綾工引渡しまでの全過程を
管理できる。その点ではI ~背負隊経営責任制のj背負隊も
同じ役割lを持っているが，請負隊経営責任制の場合は組
織が対応するのに対して.現場主任項目請負制の場合は
個人が対応している。すなわち，請負隊経営責任制に比
べ，現場主任項目責任制は現場管理の権限と責任を明確
にできるという点で優れている。また，前者は組織の経
営に責任を持っているが，後者にはそのような責任はな
い。その点では，現場主任は棟号請負経済責任制の棟号
請負者に似た位置にあり，後方勤務の重荷から逃れるこ
とができる。
また，現場主任は，作業隊の労働実績により賞罰を与
えることができる。その点では，棟号経済責任伽lの場合
も請負隊経営責任制の場合も同じである。しかし，棟号
請負経済責任制の場合は，従来からの施工隊の枠内での
改革であるため，作業隊の数は少なし、。したがって，入
札の対象も限定され，賞罰の程度も自ずと限定される。
それに対して，現場主任項目責任制の場合は，施工隊が
解消されているため.現場主任は多数の作業隊の中から
必要な作業隊を選び出すことができる。したがって，入
札だけでなく，賞罰を決定する際の自由度が高まる。ま
た，請負隊経営責任命IJの場合は，組織として賞罰を決定
するため，その自由度には自ずと限界がある。
2・2・2 入札請負制度
入札請負制度は，中国建設業の改革の重要なポイン卜
の一つである。1981年，一部の省市の建設工事にこの制
度の導入を試みた。 1984年に政府(建設部)は正式にこ
の制度を導入したが， 1988年までの4年間に全国の入札
請負制による工事は，総建築面積の20%しか実行されて
いない。その原因は次の点にあると考えられる。第一は，
各部門と各地方の多くは，従来の指令制による施工任務
の配分方式に慣れているためである。第二は，企業の内
部経済の負担が重いため，請け負った後のリスクを恐れ
て入札に参加しないためである。
入札請負は，設計入札請負と施工入札j背負があるが，
国家計画委員会が決定した重点項目の工事については設
計と施工を分離せず，大型企業が一括して入札請負を行
う。このような入札請負制の導入により，企業聞の競争
(5) 
意識が強まり，工期が短縮し，入札請負制によらない一
般的な工事に比べて工事金額が低下する傾向が現れ，生
産性が向上する，という効果が出てきている。
しかし，現実に行われている入札請負は必ずしも完全
ではなし、。第ーには，各部門と各地方は，自らの直属企
業を保護し，外地(管轄外の地方)の企業や他部門の企
業の入札参加を好まない，という問題がある。第二には，
贋入札請負，闇取引，リベート，賄賂などの不正が発生
している点があげられる。たとえば，コネによって請負
企業が決定されたり，落札された後から価格を釣り上げ
る場合もある。
これらの問題を解決し，入札請負の公平性，合理性を
保障するためには，公正な権威ある入札請負監督機構を
設け，入札請負の全過程を監督すべきである。そのため，
関係法規の整備が急がれている。また，部門と地区の閉
鎖制を打破することも緊急な課題である。
また，前報で述べたように，入札請負について，技術
力は高いが人員規模が大きく内部経済の負担の重い 「全
民企業Jが 「集体企業Jに価格競争で敗れ， i集体企業」
は，技術力は最も低いが内部経済の負担が最も少ない
「農村建築隊J1こ価格競争で敗れる，という問題が発生
してきている。この問題を解決するために，能力とクラ
スの違いにより，工事規模別に入札に参加できる範囲を
限定する，という方式を導入すべきである。そのために
も関係法規の整備は必要である。その一例として，遼寧
省沈陽市建築工事管理局は，公建公用工事 (住宅，個体
業の商底などの民用建築以外の工事)の規模が 5，000rf 
以上，住宅区画の規模が30，000rrf以上の工事の入札請負
について，すでに沈陽市に属する大型一級企業だけに入
札参加を許可する措置を講じている。
3 工事監理
前報で述べたように，中国の工事監理は，i基本建設
処」ないしその臨時機構が責任を負うことになっている。
この組織はそのほとんどが建築の専門家でない人達で構
成されている。そのため，実態としては， 工事監理が十
分に行われていない状況にある。また，r建設単位」が
「設計単位」に対して工事監理業務を委託することもな
い。そもそもそのための予算が措置されていない。
したがって，工事監理に類することは， r建設部」系
列の 「局jレベルの 「単位」である 「建設工事品質監督
センター」が行う諸検査しかない，という場合が多い。
すなわち， i建設工事品質監督セ ンター」 とその下部機
関の 「建設工事品質監督処」は，材料の品質検査， コン
クリートなどの強度試験，施工上の安全性の検査などを
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行い，設計図書に反することがあれば改善命令を出した
り，取り域し命令を出すことができる。
ところが，最近，魯布革水力発電所引水トンネル工事
などいくつかの合弁事業による建設工事については，総
合的な建設監理が行われるようになってきている。これ
らの国際的な経験を重ねて，総合的な建設監理常IJ度の長
所が認識され，政府(建設部)は1988年7月に「建設監
理を進んで始める」ことを決定した。その結果，現在，
北京，上海，広東などいくつかの区域の重点工事につい
て総合的な建設監理が実行され始められている。
そこで，以下， i建設工事品質監督センター」が行う
品質監督の概況と最近の総合的な建設監理の概況につい
て検討する。
3・1 品質監督
中国は80年代に入ってから経済体制の改革を進めてき
たが，それと並行して，建設工事の品質が低下する傾向
が現れた。建物の倒壊事故は，たとえば，1980年に 118
件， 1981年に96件， 1982年に 113件起こっている。この
ため， 1983年l月，政府(建設部)は， i建設企業が自
ら監督:することと社会が監督することを結ひ‘つけ，社会
の~督を主とし，第三者が認証を行う」ことを提示した。
1984年9月，国務院の「建設業と基本建設管理体制の改
革に関するいくつかの問題についての臨時規定」は，
「都市日IJに権威ある建設工事品質監督機構を設け，関係
法規と技術準則により，地方の工事施工の品質の監督 ・
点検を行う」ことを定めた。その結果， i建設工事品質
監督センターJ(県レベルは 「建設工事品質監督処J)と，
それよりも規模の小さな 「建設工事品質測定センタ 」ー
(県レベルでは「建設工事品質測定処J)が設けられた。
1988年5月現在， i建設工事品質監督センター」は 376
市， 1，360県に設けられ，品質監督の専任担当者は 9，100
名に達している。また，i建設工事品質測定センターJ
は129市， 296県に設けられ，品質測定の専任担当者は3，
700名である。上海市の場合は， 1990年5月現在， i市建
設工事品質監督センター」を中心にして，区および県の
監督処21ケ所，専門処13ケ所からなる品質監督のネット
ワークをつくり，品質監督の専任担当者が500名以上に
達している。
「建設工事品質監督センター」と「建設工事品質測定
センター」は，地方政府の指導下に置かれ，地方政府の
代表として品質監督を行う。品質監督を行う対象工事は，
国家的プロジェクトを除く地方および地方部門の工事に
対してである。
「建設工事品質監督セ ンター 」と「建設工事品質iJ{IJ定
センター」の設立以来，品質監督を行った工事は延床面
(6) 
積で60%に達し，地方の一部では80%に達している。当
然のことながら，品質監督を行った工事は，品質監督を
行わない工事に比べて品質の向上が著しい。
上海市では，品質監督を行った割合は， 1989年12月現
在で87%，1990年5片現在で97%に達している。そのた
め，上海市の上質工事の割合は， 1988年に27.5%，1989 
年に28.9%を占め，中国建設業の各種品質指標の先頭を
切るところとなった。
「上海市建設工事品質監督センター(処)Jは，この
2年間，いくつかの建設企業を褒賞してきた。また，い
くつかの建設企業に対して「賞牌 (イエ ローカード)J
を出して警告を発し， i紅牌(レッドカード)Jを出 して
工事停止の処分を行い，改善命令ないし取り壊し命令を
出してきた。たとえば， 1990年の春，上海市奉賢県の農
民5世帯が建てた2階建ての建物の場合は， i建設工事
品質監督処」の調査でセメントの品質が不合格であるこ
とが判明した。 i監督処」は5世帯に建物の補強と一部
取り壊しを命じると同時に，セメン卜を製造，納品した
責任者にそれに見合う賠償金を支払うように命じた。そ
のため， i監督処」に対する評価が一躍高まった。
しかし，品質監督の水準はまだ完全な域に達しでなく，
工事の品質にいろいろな問題が出ている。その原因は次
の点にあると考えられる。第ーは，品質監督の機関と定
員が少なく，品質監督のための経費(人件費および日常
経費)が十分でない，という点である。品質監理のため
の経費は，監督料て、賄われるが，監督料は工事金額の約
0.15%で，かなり低い水準にある。第二は，品質監督の
対象となる件数が多く，散在する小規模工事と零細工事
は報告に基づく間接審査だけで， 直接的な品質監督がで
きない，という問題があることである。第三は，品質監
督が竣工後の点検に重点を置くため，表面的な品質監督
にとどまる傾向がある，という点である。
3・2 建設監理
現行の建設工事の品質監督に限界があるため， 1988年
7月，政府(建設部)は 「建設監理工作を繰り広げるこ
とに関する通知」を公表した。その内容は，①建設監理
の範囲と対象について，②政府の建設監理の管理機構と
機能について，③社会の建設監理機構と監理内容につい
て，④建設監理の法規を整備することについて，⑤建設
監理を繰り広げる段取りについて，⑥建設皇室理工作の指
導を強化することについて，の6点である。
この通知は，国家および地方の重点プロジェクトなど
大規模工事を対象としたもので，中規僕および小規模の
工事を対象としたものではなし、。したがって，この通知
は，これまでの品質監督業務は引続き努力を重ねなけれ
JJ]・閥凶・宮樫;日中建設業比較 (2) ← 153-
ばならない，としている。
これまでの品質監符と新たに提起された雄投舵f1tlの聞
には次のような違いがある。第一は，性質の途いである。
品質監督は.i監管センター(処)_，が地方政府の代表と
して強制l力を持って執行するが，建設監理は， t18i交主の
依頼を受けて，建設:l::に対し責任を負い，サービスを行
う.という性質を持っている。第二は，工事監FIlの範囲
と深さの途いである。品質~管は，一部の地Jjでは設計
の品質監督を含む場合もあるが，主として竣工後の検究
に重点が置かれている。それに対して，建設監fI!!は，建
設工事全般の工期(設計開始から引渡しまでの工期)， 
品質.コストを監督.管理することである。第三は，拠
り所とする根拠の途いである。品質監管は，法的な規則
と 1基準に基づいて執行されるが.建設監理は工'J~契約に
2基づいて監督，管理を行うものである。
現イt，主として市点工>Jjと合弁工事について，北京市，
上海市，広東省など8つの地方で建設監理が実行されて
いるが。上海市の例についてみると，次のようである。
上海市で国内のis投企業に対して辰初に建設監尽の契
約が結ばれたのは1988年JO月のことである。工'jJ:名称は，
l二海国際貿易センターピル工事で，監理単位は k海rh工
事建設技術諮問公口1.監辺羽目は鉄骨構造工!)Jの品質と
その工期である。 1989年8月，この工事項目は完了し，
r t-.i海市建設工事品質監併センターJの品質監督を受け
て，上質の品質に淫したとされた。
上海市建設委員会は， 1990年 1月.r上海市における
建設プロジェク卜の施工監理の試験工作を実行するJj法」
を公表した。それに基づいていくつかの建設監聞の単位
がつくられた。すなわち，それらは，上泌rtiT.'JHll(J):技
術諮問公司，同済大学科学技術開発公司、上海 rljill~お科
学研究所，上海市市政工事研究所などである。また，上
ることができる，という点である。監理工程師は施工現
場に常駐し，たとえば次のような品質行列を行っている。
すなわち，上海市国際貿易センターの胞工現場では，監
理工程師は，多孔質鉄筋コンクリー卜の尾根仮材の品質
を検査し，約20%の配筋不良品を発見して.その補強命
令を出した。また，金橋ピルの施工現羽では，監理工程
師がセメントの中の塊を発見し，試験の結果，等級を下
げて使用するように指示した。また， I*i浦大橋の杭打ち
の施工現場では，地盤の状況が原設計と違うことを発見
し，抗の補強を指示した。第二は，工.Jt1Jを速めることが
できる，という点である。たとえば.上海市国際貿易セ
ンターの施工現場では，建設単位.材料製作期位.施工
単位の3省の凋寺院がうまくいかなかったため(このよう
なことはしばしばあることであるが).監理単位が現場
に入った時には，T.期が既に2ヶ月遅れていた。監理単
位は3-i行の間を調整し，犠々な提案を行い，党古と通知
を何通も出し，結果的に遅れた工期を取り炭すことがで
きた。第三は.コストを低減できる，という点である。
たとえば.中国国際貿物センターの施工現場では，原設
計がスティール ・パイプの抗打ち工'Jjになっていたもの
を現場打ちコンクリートの杭打ち工'Jに変更した。その
結果，コストを、ド分に下げることができた。また，あわ
せて近隣の民家.マーケットへの振動，騒音問題などが
解決された。
しかし，厳衝に言えば.現在の中国の建設監隠は，ま
だ品質監E裂をより深く進めた段階にとどまっており，そ
れも工'j五監理全体の一部を監理しているに過ぎない。し
たがって，立総から引渡しに至るまでの令過程を対象に
した建設~iPJjを実現させることが今後の課題になると考
えられる。
海市では，上海市~際貿易センター，金橋ピル，上海市 4.まとめ
新j起メリケン粉工場.合流汚水工ー事南浦入;矯 虹橋tR 今fJの巾l吋の建設業改革の問題点をまとめると以下の
浴改築工事などの工'Jで.建設監理が行われるようにな ようになる。
り，既に実施されている。 J)基本建設符理体策1)の改革について，いくつかの対
日本の場合は，設計 ・lぷEJ.l'8'が工事費の3-5%，そ 策が取られており，良い効果が出てきている。しかし，
のうち監理料は30% ぐらいであるから，監理料は丁~'F金 それらのd文京は試みとして始めたもので，まだ抜本的な
額の0.9-1.5%程度である。中国の場合の駁sIl料は名 ものになっていない。
白上工事費の0.8-1.2%と定められているが.実際に 2 )ポ包(消負)経営責任制は，社会主義公有制の条
は入札によって決定されるので，上海市の場合で三えば 件の下で.市場経済を開拓し合業の活性化を促すため
工事費の0.47-0.5%ぐらいになっている。しかも，工 の姶凶である しかし，現在，全民所作制企業の一部で
が伐とは別に監f塑料が計上されるという日本のようなシ 実行している続問点任制は請負経常立何ー需1)のー稲ではあ
ステムになっていないため，T.ポの管即賛から監.E!.ll料を るが，経兇は |ー二級部門から任命されるので.本米の競争
払わなければならない，という問題がある。 メカニズムを取り入れたことにはなっていない。それに
建設監理の効果は去しい。第ーは，施工の品質を高め 対して.3長体所有制企業の一部はロ背負統計』主任制を名実
(7) 
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ともに実行している。そのため集体所有制の建設事業 考えられる。そのためにも圏外の経験，とくにアジアの
体が工事入札の競争で全民所有制企業に打ち勝つ とい 中で・進んだ経験を持つ日本の建設監理に学ぶ必要がある
う傾向が現れてきている。
この問題を解決するためには，第ーに，全民所有制企
業に競争メカニズムを取り入れて，企業の活性化を強め
ることである。第二は，能力とクラスの違いにより，工
事規模別に入札に参加できる範囲を限定する，という方
式を導入すべきである。そのためにも関係法規の盤備は
必要である。
3 )品質監督の水準はまだ完全な域に達してなく，工
事の品質にいろいろな問題が出ている。その原因は次の
点にあると考えられる。第一は，品質監督の機関と定員
が少なく，品質監督のための経質(人件費および日常経
費)が十分でない，という点である。第三は，品質監督
の対象となる件数が多く，散在する小規模工事と零細工
事は報告に基づく間接審査だけで，直接的な品質監督が
できない，という問題があることである。第三は，品質
監督が竣工後の点検に重点を置くため，表面的な品質監
督にとどまる傾向がある，という点である。
4)総合的な建設監理は，まだ試みとして始められた
ばかりで，それも一部の重点、士事と合弁工事に限られて
いる。しかし，厳密に言えば，現在の中国の建設監理は，
まだ品質監理をより深く進めた段階にとどま っており，
それも工事監理全体の一部を監理しているに過ぎない。
したがって，立案から引渡しに至るまでの全過程を対象
にした建設監理を実現させることが今後の課題になると
と思われる。
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Summary 
The today's prob1ems of the construction control affairs in China are summarized as follows. 
1) The construction contro1 system has been improved and its effects has increased， but its improvement is not perfect 
stil. 
2)τ'he national enterprises are defeated by the colective enterprises on the cost competition. To solve this prob1em， 
the 1st the nationa1 enterprises must be activated according to introduωthe competition system， and the 2nd 
the tenders and contract for the construction works must be decided legaly according the enterprises' ability and 
their class. 
3) The quality contro1 for the construction works is not perfect. To solve this prob1em， the cost for the qua1ity 
control must be increased， and the quality control organizations and their members must be increased. 
4) The total control system for the construction works has been started now partially. But now it is to control deaply 
the quality of the construction works. To solve this problem， the experience of the total control system for the 
construction works in foreign country， especialy in lapan， must be learned. 
(8) 
